
旧国立駅舎運営連絡会（令和7年度第2回）
国立市　生活環境部 まちの振興課

日時　　令和8年3月3日（火曜日） 午後７時から

場所　　旧国立駅舎 展示室
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� １．前回の振り返り

� ２．まちじゅう本棚について

� ３．4/1㊌の100周年イベントについて

� ４．対話（ワールドカフェ方式）

本日の流れ
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前回の流れ

� 旧国立駅舎運営連絡会について

� 旧国立駅舎利活用リポート

� 国立駅南口駅前広場基本設計(案)検討状況報告

� 国立駅開業100周年記念事業について

� 今期の旧国立駅舎運営連絡会

　※2/22イベントの紹介

前回の振り返り

委員意見（要旨）

❏ 旧駅舎のイベントがカテゴライズされていないというか、複数の主催者をひとつの

テーマでまとめるようなイベントがもっとできないか

❏ だれもが自由にイベントを開催できているという面はある

❏ 谷保村の甲州街道沿い住民で、まちの発展という文脈で国立大学町開発を肯定

的に捉えている方は少なからずいた

❏ やほレンジャー、タイムカプセル

❏ 旧駅舎のメロディを記念に作って演奏、定刻に館内で流すことを定番化すれば未

来へ届くかもしれない

❏ 次の100年を見据えて、改めて夢を描いてみたい

❏ 旧駅舎と南口広場を一体的に使って今やれることを考えて、やってみて、それが将

来も続いているとしたら出発点になる

❏ 2020年に作った『1、3、10年後の旧国立駅舎と国立のまちの姿』には、例えば「歴

史」や「スポーツ」の要素が入っていないから、「まだやってないこと、してみたいこ

と」「こうなったらいいな」をもっと見つけてみたい

❏ 以前振り返った時点でも「まちの回遊性」や「広場が整備された後」の部分は「まだ

だね」という話をしていた

❏ 旧駅舎に入館したことがない市民はまだけっこういると思う

❏ 旧駅舎キャッチコピーは？→「まちの魅力発信拠点」「三角駅舎で"まちあわせ"

（待ち合わせ／街会わせ）」
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ワールドカフェ

カフェのようにリラックスして、小グループでの対話を繰り返し、

参加者全員の知恵をつなぎ合わせる話し合いの手法

やり方の例

❏ 第1ラウンド（20〜30分）: 各テーブルで、提示されたテーマについて話し合います。模造紙に自由に書き込みながら対話を

進めます。

❏ メンバーの移動: 各テーブルから1名を「ホスト（留守番役）」として残し、他のメンバーは「旅人」となって別のテーブルへ移

動します。ホストは新しく来たメンバーに、前のラウンドで出た意見を簡単に紹介します。

❏ 第2・第3ラウンド: 新しいメンバー構成で、前のテーブルでの気づきを共有しながらさらに対話を深めます。

❏ 全体共有（ハーベスト）: 最後に全員で集まり、各テーブルでどのような発見や共通のテーマがあったかを全体で共有しま

す。

基本的なマナー

❏ 否定せず、相手の意見を尊重して聴く。

❏ 模造紙にどんどん書き込む（言葉だけでなく、図やイラストも可）。

❏ リラックスして、自分の思いを素直に話す。

テーマ：旧駅舎やその周辺で

　　　　「まだやってないこと」「してみたいこと」「こうなったらいいな」


